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第 36 回田中野田夏祭りは、無事にそして盛況に終えることができました。各種団体の皆様、役員

の皆様、ご協力くださった関係者の皆様大変ありがとうございました。 

 酷暑の中の準備では、今回は久米にある御南コミュニティーハウスから長机や椅子を借りるなど

の対応もあり、運び込み作業など多くの人手が必要で、たくさんの方のご協力をいただきました。

また、婦人部の皆様からは、熱中症対策でこまめな水分補給のサポートをいただきました。本当に

ありがとうございました。 

 祭り当日は暑すぎず雨も降らず天候に恵まれました。ドキドキ百本釣りに始まり、カラオケ大会、

銭太鼓、盆おどり、そして、茶屋町鬼太鼓は圧巻のパフォーマンスがあり、ご来場くださった子供

から大人まで皆さんが楽しめたのではないかと思います。 

 茶屋町の鬼には、魔除け厄除けの意味があり無病息災を願う催しのようです。皆さまのご健勝と

ご多幸をお祈りして御礼の挨拶とさせていただきます。また来年もよろしくお願いいたします。 

                              実行委員長 ６組 金山幸治 

 

平素は、子ども会の活動にご理解、ご支援をいただきありがとうございます。 

さて、今年の夏祭りも町内の皆様のご協力をいただき、盛大に終えることができました。銭太鼓につ

きましては、先生方の熱心なご指導をいただきながら練習を重ね、本番では、その成果を十二分に発揮

できたのではないかと考えております。また、樽太鼓につきましては、長年の歴史がある中で、今年は

実施を見送りました。残念というお声をいただくこともありましたが、無理をせず、できることを精い

っぱい行っていく。これが令和時代の子ども会のあるべき姿と前向きに捉えております。子ども会では、

夏祭りや秋祭りなど、楽しいイベントがありますが、その裏には多くの方のお力添え無しには実行でき

ないことばかりです。子どもと一緒に楽しめることを探して、無理なく「できる範囲」で地区全体と取

り組んでいく。そんな子ども会に興味を持たれたら、是非お声掛けください。 

最後になりましたが、今後とも子ども会の活動にご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。 

子ども会育成会長 岡 寛 

 

 

 


